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ンジが開催された。期間も通常より早く 6 月 5 日に開始され、「Silly Squad」をテーマにした
今年のチャレンジは、さまざまな種類の面白い本に夢中になっている愉快な動物のチームSilly 
Squadに子どもたちが参加しながら目標とする 6 冊を読むことが推奨された。























明書を授与することが挙げられる（The Reading Agency, 2019a）。
1.2 影響











































「ⅰ＋ 1 」と表して、現在の言語能力レベルを大きく超える「ⅰ＋ 2 」のインプットでも、現















































①　事実発問　教師の発問例 1 ）Where does she go twice a year?
生徒の回答例　She goes to the Occident.
②　推論発問　例 2 ）Does she have a lot of money?
生徒の回答例　 Yes, she does.
③　評価発問　例 3 ）　 Imagine you have a lot of money. Would you like to spend the money 
on fashionable clothes?
生徒の回答例　 No, I wouldnʼt. I would like to save the money.
つまり、事実発問とはテキストに明示されている情報の理解を確かめる発問を指し、推論発
























































































的活動例が示されている。たとえば、第 3 学年用の絵本『In the Autumn Forest』 では、絵本
内で繰り返される言葉「Are you a...?」「Yes, I am. Iʼm a…」について、児童が自身の似顔絵


























































の日本語能力の小学校中学年児童を想定している。なお、夏休み期間に週 1 回合計 4 回、参加
者全員が同じ絵本 4 冊を読む。
5.1 選書







































































































































































2 ）上記 1 ）に示された10項目のうちインプットとしての絵本に求められる条件として 3 項目を取り上げ
た。
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